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本当にそこを渡りますか？
2022年11月14日

班員：歌原侑樹（班長）、山口遥大（副班長）、

武藤竜也（DB） 廣田悠羽（記録） 柴田葵（渉外）

担当教員：鈴木勉、TA：堀口達葵
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•研究の背景・目的

•実地調査

•ヒアリング調査(結果と考察)

• GISによる分析

•最終発表に向けて

目次
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該当箇所（松見口の交差点とメディカルセンター前バス停の間）

https://maps.google.co.jpより

3

研究の背景

つくばではたくさんのペデストリアンデッキが整備されており、道
路と交わる箇所では上の図のように歩道橋が整備されてたり、横断
歩道が整備されている。

（https://maps.google.co.jpより）

4

・該当箇所はペデストリアン
デッキが道路によって切断され
ているかつ横断歩道が整備され
ていない。

→車が来ないもしくは止まって
いる間をすり抜けるような横断
が日常的に行われている。

→重大な事故が発生するリスク
が非常に高いのではないか。

研究の背景
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•該当箇所を横断している人の実地
調査ならびにデータによる分析
（例：時間帯・人数・横断する人
物はどこから来たのかetc…）

•該当箇所の安全な横断方法の提案
や現状の改善策を探る。

研究の目的
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実地調査(交通実態調査)
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第1回

・目的：該当箇所の現状の確認

・方法：調査箇所の道路を通る歩行者と自転車及び車両の数をカウンターで10分間計測
し、それを2回行った。

・場所：松見口交差点付近のペデストリアンが分断されている地点
(https://goo.gl/maps/Wx7WASYvRuD3jEW67)

・日時：2022年10月13日(木) 8時10分~8時40分

・調査人数：2人(堀口、武藤)

第2回

• 目的：該当箇所の詳しいデータ収集

• 方法：調査箇所の道路を通る歩行者と自転車及び車両の数、近くの信号を渡る歩行者
の数をカウンターで10分間計測し、それを2時間行った。

• 場所：同上

• 日時：2022年11月7日(月)7:00~9:00

• 調査人数：5人(歌原、堀口、武藤、廣田、山口)

実地調査(第1,2回)
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•結果

実地調査(第1回)

8:19-
8:29

8:30-
8:40

①西へ向かう自転車または歩行
者数

4 1

②東へ向かう自転車または歩行
者数

28 19

③南へ向かう車の数 46 52

④北へ向かう車の数 25 36

①

②

④

③
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•結果

•→8:50-を除いた全ての時間帯で信号を渡る歩行者より該当箇所を
渡る歩行者の方が多い！

実地調査(第2回)

7:00- 7:10- 7:20- 7:30- 7:40- 7:50- 8:00- 8:10- 8:20- 8:30- 8:40- 8:50-

東へ渡る歩行者
(信号)

0 2 3 6 15 10 10 10 9 5 4 9

西へ渡る歩行者
(信号)

0 0 0 1 1 3 2 1 2 4 2 4

東へ渡る歩行者
(該当箇所)

4 5 14 17 26 16 40 36 19 15 12 8

西へ渡る歩行者
(該当箇所)

0 3 3 0 4 4 2 5 1 5 1 3

北へ向かう
自動車

28 31 40 52 50 48 58 57 61 68 36 46

南へ向かう
自動車

15 11 25 24 23 30 41 29 40 38 32 49
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• 考察

7:00~9:00においてどの時間帯でも該当箇所を渡る歩行者の方が多かっ
た。

特にメディカルセンターの職員と患者さんと思われる方の利用が多い
（制服を着ていたり、受信表らしきものを持っていた）。

信号までの距離も約50ｍ程で、信号を渡ったとしても大きな時間のロス
は発生しないと思われる。

バスやトラックなど車高の高い車が信号待ちをしていると対向車線の車
が大変見えずらくなっていた。

歩道がないので北方向から来る車両は対象地点での減速はほぼ見られな
かった。

→特に高齢の患者さんなどが渡るにしては非常に危険であると感じた。

実地調査(第1回,第2回)
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ヒアリングの結果と考察

①事故が発生しやすい状況
②地点A,B,Cにおける事故及び事故発生のリスク
➂地点Aにおける渋滞
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該当箇所で実際に
事故は発生してい
るのか？

大学内に類似の事例は
あるのか？

大学側の視点
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場所：スチューデントプラザ

日時：2022年10月19日 15時30分~16時30分

回答者：学生部学生生活課 学生支援係長 谷本昌弘様

調査人数：5人

―インタビュアー：歌原、柴田、堀口(TA)

―記録：廣田、山口

調査形式：質問票をもとにしたインタビュー形式

ヒアリング調査 -学生生活課-

概要
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地点A、B 地点Aの様子

地点B(該当箇所)の様子

地図

15

地点C

地点Cの様子地図
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過去5年間の大学周辺での

事故発生件数は？

①事故が発生しやすい場所、状況

Q1
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・大学内よりも大学外での事故発生
件数が多いという傾向はコロナ前と
コロナ後で同じ。→大学外での事故
の危険性が高い。

・大学内での事故発生件数がコロナ
前と比較するとコロナ後は大きく減
少している。→オンライン授業が中
心になり、学内に来る学生が少なく
なったことが原因として考えられる。
→これから対面授業が増えると事故
が多くなる可能性がある。

A.
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事故が発生しやすい状況は？ A.

・ペデストリアンデッキ上での事故
が多く報告されている。

・駐車場内の事故も多い。

・学生が自転車で相手が自動車の事
故が多い。→自転車対自動車

Q2
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事故が発生する場所に共通
する場所は？大学内、大学周辺に
おいて危険であると認識している
場所は？

A.

・ペデストリアンデッキ上

・桐葉橋の下り坂

・松見池周辺(歩行者と自転車の接触事故
→歩行者側が脳震盪)

・大学会館の下り坂と上り坂の間のくぼ
地(横断歩道で自転車同士の衝突事故が
あった)

・大通り(東大通り等)の左折専用レーン
(車もスピードを出しているので重症にな
りやすい)

・柴崎交差点(過去に死亡事故も発生して
いる)

・大学公園南交差点

Q3

https://www.tsukuba.ac.jp/campuslife/support-support/safeliving.pdf 19

②地点A,B,Cにおける事故及び事故の発生のリスク

地点A,Bの交通事故について
A.
・あまり事故の報告はない。(大学構
外なので情報があまりない。)
・地点Aの東側の平砂宿舎からメ
ディカルセンターへ向かうところの
横断歩道で歩行者(または自転車)と
自動車の事故が報告されている。
・自動車側は地点A、Bについては危
ないという認識があるので意識して
運転している。
・自転車で地点A,Bを通過する時はあ
まり危険な場所であるということを
意識していない。

出典：Google Earth 20

地点Cの安全性について

A.

・自動車側も自転車がその横断歩道を横
断することを把握している→それほど事
故の報告はない。

・事故が多くなくても事故になる寸前の
状況(ヒヤリハット)になることはある。

・今後事故が起こる可能性も考えて封鎖
することも検討したことがあった。

・停止線が連続してあることで自動車の
運転手側も意識して運転するようには
なっている。

Q5

出典：Google Earth
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地点A,Bの渋滞について
(時間帯、曜日、原因)

A.

・大学側は朝、夕方の時間帯に渋
滞していることは把握しているが、
対策はあまり考えていない。

・地点A,Bは大学外になってしまう
ので、信号の時間を変えるという
ような対策をすることになるとま
ず警察と話し合わなければいけな
い。

地点A,Bにおける渋滞

Q8
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ヒアリング結果

交差点での事故が多い あまり事故の報告はない 自動車は危険性を認識

ヒヤリハット 停止線が二本 地点A,Bでの渋滞

安全運転

24

ヒアリング考察

対面授業が増えると
事故が増える可能性
あり

事故のリスクは高い

自転車対歩行者の事故
の危険性

ドライバーの精神的
負担大

停止線が二本あることで
ドライバーの意識を高め
ることができる

25
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GISによるデータ分析

26

• 使用データ：Agoop ポイント型流動人口データ

• 使用ツール：ArcGIS Pro

• 目的：調査地周辺における歩行者及び自転車の横断の発生の状況を推定
する

• 概要
• 月間ユニークユーザ数（国内）：254.8万ユニークユーザ

• 平均ログ数（国内）：1.7億ログ/日

• 移動方向(course)：スマートフォン搭載の磁力センサー/ログ間から推定

• 移動速度(speed)：スマートフォン搭載のセンサー/ログ間の距離・時間から推定

• 今回使用したデータ
• 期間：2017~2021年の4月（計5か月）のデータ

• 対象範囲：大学通り及びその周辺の道路

GISによる分析

「ポイント型流動人口データ仕様書」https://o365tsukuba.sharepoint.com/:b:/s/FH451222022ab-
3/EdLV6KlRvAhAt6CTBOgApyQBd9s-eLCfZpWPwIN4VoA49g?e=rbSaF2 27

ポイントデータの概観

28

作成したポリゴン

29

• 方角データを元に歩行者と自動車を判別

• 移動方向は北を0度として時計回りに方角データが
格納

• 学園通りが150度の方向にあるとして4方向に分割
（２地点間の距離と方位角 - 高精度計算サイト
(casio.jp)）

• 道路の通る方角に応じて歩行者・自動車の区別も
変化する

• 自転車は区別していない（どちらにも含まれる）

• 方角のデータがnullであるのは30/302ログ(9.9%)

• 交差点中央のポリゴンは方向で歩行者を区別でき
ないため除外した

GISによる分析：横断の推定

自動車

自動車

横断者

横断者

30

移動方向に基づき歩行者・自動車を分類した様子

GISによる分析：横断の推定

●：横断者
●：自動車

31

26 27

28 29

30 31

https://keisan.casio.jp/exec/system/1257670779
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•ポリゴン内のログをカウントし面積で割ることでポイントの密度
(個/m²)を求めた

（今回は単に「密度」と呼ぶ）

GISによる分析：方法

■：調査地
■：車道（横断歩道なし）

13

14

15

16

32

• 今回方角データを元に横断者と自動車を区別している

• その妥当性の検証のため、移動速度を比較した

→交差点が近く、また朝の混雑時間帯であるため自動車の速度が遅くなる可能性

GISによる分析：補足

横断者 自動車

平均値 10.0 10.6

最大値 90.8 236.6

第1四分位
数 1.9 0.0

第2四分位
数 4.7 7.2

第3四分位
数 11.3 16.2

最小値 0.0 0.0 (km/h) 33

• 8時・12時・14時に横断者が
多い

•次いで17時・18時台に多い

•早朝（～6時）はほとんどみ
られない

GISによる分析：結果と考察
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GISによる分析：結果と考察

7:00~7:10 7:10~7:20 7:20~7:30 7:30~7:40 7:40~7:50 7:50~8:00 8:00~8:10 8:10~8:20 8:20~8:30 8:30~8:40 8:40~8:50 8:50~9:00

13 0 0 0 0.012133848 0.036401543 0 0.006066924 0 0 0.012133848 0.006066924 0

14 0 0 0 0.006020413 0.009030619 0 0.003010206 0.003010206 0 0.009030619 0 0.009030619

15 0 0 0 0 0 0.023438315 0 0 0 0.011719157 0 0

16 0 0 0.012224272 0.003056068 0.015280339 0.003056068 0 0.012224272 0.009168204 0 0.006112136 0.003056068

0
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13 14 15 16

ポリゴン別7時~8時台の横断者の密度

周辺の横断歩道のない道路と比較しても、大きな違いは見られない
→実際の横断者がポイントデータに残りにくい可能性
→ルートを推定して横断を予測したらどうなるか 35

最終発表に向けて

36

これまでにやってわかったこと

• 実地調査

→朝の時間帯、特に8:00~8:20の該当の場所の横断者数が多い

→特にメディカルセンターの職員と患者さんが多い

→調査地は歩行者が通らないほうが良い場所ではないか

• ヒアリング調査（学生生活課）

→学外だから把握できていない⇒警察へのヒアリングの必要性あり

• GISによる調査

→朝の時間帯に該当の場所の交通量が多い

最終発表に向けて

朝の時間帯の横断者数を減らせば安全になるのではないか

37
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これからの予定

• 警察へのヒアリング

→調査地での事故の発生状況・交通ルール・ペデ整備計画について

• メディカルセンターへのヒアリング・解決策の提示

→調査地での職員や患者の交通状況、アンケート

• 文献調査

→調査地の成り立ちやよりよい先行事例

• 実地調査

→より詳しい調査、看板の設置など条件を変えた場合の変化

最終発表に向けて

調査地の歩行者を減らすための提案・交差点の交通計画

38
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